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戦
後
日
本
社
会
の
価
値
意
識
の
変
化

　
　
　
　
余
暇
と
自
己
実
現
を
中
心
に

有

末

賢

戦後日本社会の価値意識の変化

一
、
は
じ
め
に

二
、
私
生
活
主
義
の
価
値
意
識
と
無
限
定
主
義

三
、
一
九
八
O
年
代
以
降
の
余
暇
生
活
の
重
視

四
、
戦
後
価
値
意
識
と
し
て
の
余
暇

　
e
　
大
衆
社
会
論
に
お
け
る
政
治
的
人
間
像

　
口
　
消
費
社
会
論
と
都
市
化
社
会
論
に
お
け
る
「
差
異
へ
の
欲
求
」

　
日
　
脱
－
産
業
社
会
論
に
お
け
る
「
労
働
と
余
暇
」

　
四
　
大
衆
文
化
論
に
お
け
る
「
余
暇
と
遊
び
」

五
、
お
わ
り
に

一
、
は
じ
め
に

と
「
匿
名
性
」

一
九
九
五
年
は
、
戦
後
五
〇
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
社
会
学
的
に
戦
後
価
値
意
識
の
再
検
討
を
試
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み
て
み
た
い
。
戦
後
日
本
社
会
の
価
値
意
識
は
一
般
的
に
は
、
自
由
・
平
等
・
個
人
主
義
な
ど
の
欧
米
の
価
値
観
が
浸
透
し
、
戦
前
か
ら

の
封
建
主
義
、
「
家
」
制
度
、
全
体
主
義
が
後
退
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
戦
後
価
値
意
識
の
全
体
を
再
検

討
し
て
、
否
定
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
戦
後
的
価
値
意
識
は
、
一
九
四
五
年
か
ら
一
気
に
日
本
人
の
価
値
観
を
根
底

か
ら
覆
し
て
い
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
戦
後
日
本
の
政
治
過
程
、
経
済
過
程
、
法
律
過
程
な
ど
を
通
し
て
徐
々
に
、
し
か
し
確
実
に
変
化

し
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
社
会
学
的
な
世
論
調
査
、
特
に
「
国
民
性
調
査
」
や
「
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」
な
ど
に
基

づ
き
な
が
ら
、
デ
ー
タ
と
し
て
の
戦
後
日
本
人
の
価
値
意
識
を
浮
き
彫
り
に
し
て
み
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
見
田
宗
介
に
よ
る
と
、
価
値
意

識
論
に
は
（
1
）
行
為
の
理
論
、
（
2
）
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
論
、
（
3
）
文
化
の
理
論
、
（
4
）
社
会
の
理
論
、
の
四
つ
の
レ
ベ
ル
が
存
在
し
て
い

（
1
）る
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
世
論
調
査
だ
け
か
ら
価
値
意
識
の
変
動
を
読
み
取
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
富
永
健
一
に
よ
る

と
、
非
西
洋
後
発
社
会
近
代
化
の
諸
条
件
と
し
て
（
1
）
近
代
的
価
値
の
伝
播
可
能
性
（
象
鵠
巴
琶
ξ
）
の
度
合
い
、
（
H
）
近
代
的
価
値
を
受

け
入
れ
る
動
機
づ
け
（
目
o
身
魯
8
）
の
度
合
い
、
（
皿
）
近
代
的
価
値
を
受
け
入
れ
る
に
伴
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
コ
ン
フ
リ
ク
ト
の
度
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

い
の
三
つ
の
要
因
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
お
り
、
T
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
A
G
I
L
図
式
を
利
用
し
な
が
ら
分
析
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
か
ら
社
会
変
動
と
し
て
の
価
値
意
識
の
変
動
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
複
雑
な
現
象
で
あ
り
、
単
一
の
意

識
調
査
だ
け
か
ら
は
分
析
不
可
能
で
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
意
識
調
査
だ
け
か
ら
で
も
長
期
に
わ
た
る
傾
向
（
ト
レ
ン
ド
）
と

い
う
も
の
は
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
か
ら
逆
に
、
社
会
意
識
総
体
や
社
会
変
動
全
体
の
理
論
的
枠
組
み
へ
と
考
察
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
戦
後
日
本
の
社
会
は
、
い
わ
ゆ
る
「
高
度
経
済
成
長
」
に
よ
っ
て
、
「
豊
か
な
社
会
」
が
実
現
し
、
オ
イ
ル
・
シ

ョ
ッ
ク
以
後
の
社
会
意
識
と
し
て
は
、
個
人
主
義
的
な
価
値
観
に
基
づ
く
「
私
化
」
（
冥
一
惹
壽
呂
9
）
が
進
行
し
て
い
る
と
い
う
の
が
一

般
的
な
見
方
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
傾
向
は
「
衣
食
足
り
て
礼
節
を
知
る
」
と
い
う
諺
に
も
あ
る
よ
う
に
、
充
分
納
得
の
い
く
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
全
般
的
な
価
値
意
識
の
変
動
は
、
性
（
ジ
ェ
ン
ダ
i
）
、
世
代
（
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
、
民
族
性
（
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
）

な
ど
の
日
本
社
会
の
中
で
進
行
し
て
い
る
「
分
節
化
」
（
の
品
ヨ
Φ
鼻
器
8
）
の
傾
向
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
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り
、
価
値
観
の
多
様
化
の
な
か
で
「
私
化
」
は
ど
の
よ
う
に
拡
散
し
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
日
本
社
会
は
確
か
に
一
方
で
、
国
際
化
、
情
報
化
、
高
齢
化
な
ど
の
諸
要
因
に
よ
っ
て
全
体
と
し
て
変
動
を
受
け
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
識
者
に
よ
っ
て
は
、
先
進
資
本
主
義
諸
国
に
共
通
な
「
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
」
、
「
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

（
3
）る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
マ
ク
ロ
な
社
会
変
動
の
下
で
、
ミ
ク
ロ
に
は
、
個
人
主
義
が
生
命
・
生
活
・
価
値
意
識
の
な
か
に
浸
透
し
て
い

く
形
で
の
変
化
も
読
み
取
れ
る
。
例
え
ば
、
生
命
現
象
に
お
け
る
「
患
者
の
自
己
決
定
権
」
、
「
女
性
の
自
己
決
定
権
」
、
「
死
に
ゆ
く
者
の

自
由
意
志
」
な
ど
の
同
型
性
の
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
単
に
「
私
化
」
「
私
生
活
主
義
」
と
言
う
用
語
だ
け
で
は
見
落
と
し
て
し
ま
い

か
ね
な
い
現
象
が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
戦
後
日
本
人
の
価
値
意
識
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
各
種
世
論
調

査
の
デ
ー
タ
か
ら
眺
め
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

二
、
私
生
活
主
義
の
価
値
意
識
と
無
限
定
主
義

戦後日本社会の価値意識の変化

　
戦
後
の
価
値
観
の
変
化
に
つ
い
て
、
ま
ず
指
摘
さ
れ
る
点
は
、
「
公
」
や
「
全
体
社
会
」
の
強
調
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
「
私
」
や
「
趣
味
に

合
っ
た
」
、
「
気
楽
」
な
生
き
方
が
支
配
的
に
な
っ
て
来
た
点
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
デ
ー
タ
と
し
て
は
、
図
1
に
掲
げ
た
生
活
価

値
観
の
変
化
が
よ
く
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
戦
後
つ
く
ら
れ
た
統
計
数
理
研
究
所
が
「
国
民
性
」
調
査
と
し
て
、
一
九
五
三
年
以
降
、

五
年
お
き
に
調
査
し
た
も
の
で
、
「
自
分
の
気
持
ち
に
近
い
暮
ら
し
方
」
を
選
択
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
デ
ー
タ
の
戦
前
（
一
九

三
〇
年
と
一
九
四
〇
年
）
の
も
の
は
、
社
会
学
者
・
戸
田
貞
三
が
徴
兵
検
査
の
壮
丁
に
た
い
し
て
行
っ
た
質
問
項
目
で
、
戦
後
も
全
く
同
じ
項

目
で
質
問
し
て
い
る
た
め
に
比
較
で
き
る
デ
ー
タ
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
戦
前
高
か
っ
た
「
世
の
中
の
正
し
く
な
い
こ
と
を
押
し
の
け
て
ど
こ
ま
で
も
清
く
正
し
く
暮
ら
す
」
（
一
九
三
〇
年
⊥
二

三
％
、
四
〇
年
阻
四
一
％
）
、
「
自
分
の
一
身
の
こ
と
を
考
え
ず
に
、
社
会
の
た
め
に
す
べ
て
を
捧
げ
て
暮
ら
す
」
（
一
九
三
〇
年
け
二
四
％
、
四
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図1　生活価値観の変化
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（
1
5
～
2
4
歳
男
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50
年
（
1
5
～
2
4
歳
男
）

45
年
（
1
5
～
2
4
歳
男
）

38
年
（
2
0
～
2
4
歳
男
）

33
年
（
2
0
～
2
4
歳
男
）

28
年
（
2
0
～
2
4
歳
男
）

15
年
（
2
0
歳
男
）

5
年
（
2
0
歳
男
）

昭
和

（資料）総理府青少年対策本部「青少年の連帯感などに関す

　　　る調査」

（出拠）　国土庁計画・調整局編『定住構想と地域の自立的発

　　　展』p130

O
年
1
1
三
〇
％
）
と
い
う
価
値
観
は
、
戦
後
ま
す
ま
す

減
少
し
て
来
て
、
一
九
八
O
年
で
は
、
「
清
く
正
し
く
」

も
「
社
会
の
た
め
に
」
も
一
〇
％
を
切
っ
て
い
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
既
に
一
九
五
三
年
に
、
「
金
や
名
誉
を

考
え
ず
に
自
分
の
趣
味
に
合
っ
た
暮
ら
し
方
を
す
る
」

が
三
三
％
で
、
「
清
く
正
し
く
」
を
上
回
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
「
そ
の
日
そ
の
日
を
の
ん
き
に
ク
ヨ
ク
ヨ
し

な
い
で
暮
ら
す
」
も
、
一
九
七
五
年
に
は
、
二
一
二
％

に
上
っ
て
い
る
。
そ
の
他
コ
生
懸
命
に
働
き
金
持

ち
に
な
る
」
と
い
う
価
値
意
識
も
、
一
九
三
〇
年
が

一
九
％
で
最
高
で
、
高
度
経
済
成
長
期
の
一
九
六
〇

年
代
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
ま
だ
維
持
さ
れ
て
い
た
が
、

58

そ
れ
以
降
は
、
減
っ
て
き
て
い
る
。

　
旦
・
同
六
郎
は
、
『
戦
後
思
想
を
考
え
る
』
（
一
九
八
O
年
）
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
「
清
く
正
し
く
」
と
「
社
会
の
た
め
に
」
を
〈
公
的
な
も

の
〉
と
の
か
か
わ
り
を
意
識
し
追
求
す
る
〈
公
〉
志
向
と
し
て
ま
と
め
、
後
者
の
「
趣
味
に
合
っ
た
」
と
「
の
ん
き
に
」
を
い
ち
お
う
〈
私

生
活
〉
志
向
と
ま
と
め
、
両
者
の
比
率
の
変
化
に
注
目
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
四
〇
年
（
軍
国
主
義
の
時
期
）
に
、
〈
私
生
活
〉
志
向

は
合
わ
せ
て
六
％
、
〈
公
〉
志
向
は
七
一
％
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
一
九
七
八
年
の
調
査
で
は
、
前
者
が
六
一
％
、
後
者
は
一
八
％
で
あ
る
。

〈
公
〉
志
向
の
優
位
か
ら
〈
私
生
活
〉
志
向
の
優
位
へ
と
逆
転
す
る
の
は
、
一
九
五
八
年
、
す
な
わ
ち
、
旦
口
同
六
郎
の
言
葉
で
は
、
経
済

主
義
の
時
期
の
入
り
口
に
差
し
か
か
っ
た
と
き
で
あ
る
。
旦
・
同
に
よ
れ
ば
、
「
滅
私
奉
公
」
か
ら
「
滅
公
奉
私
」
へ
と
い
う
価
値
観
の
大
逆
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　　　　　　　図2　一番大切なもの一家族と金・財産の比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家族

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼23

弘．　12　　　　　13　　　　　　　金・財産
、軸12、一一一一嘗一一…シムー一』

40

％
　
2
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0

　　）　’53年　　’58　　’63　’68　　’73　　’78　　’83　　’88

　　　　（灘顯號第，回全国調査」r研究リポー，69』より）

付表　「あなたにとって1番大切と思うものはなんですか。1っだけあげ

　　　てください（なんでもかまいません）」（自由回答）

1　2　3　4　5　6　7　8　そ　特D
生　子　家　家　金　愛　仕　国　　　　・
命　　　　　・　・　情　事　家　　　にK

　　　　　　　　の・　　　　先　財　…　　　　　　な
健　　　　　　　　精　信　社

計

康　供　族　祖　産　神　用　会　他　し

1（1953） 12　　12　　19　　　＊　　　16　　11　　　＊　　　＊　　　25　　　5 100（2，254）

H（1958） 21　　11　　11　　　＊　　　12　　21　　　＊　　　＊　　　19　　　5 100（2，369）

皿（1963） 26　　10　　13　　　2　　10　　15　　10　　　3　　　4　　　7 100（2，698）

IV（1968） 28　　　8　　13　　　3　　　8　　15　　10　　　4　　　5　　　6 100（3，033）

V（1973） 20　　　8　　20　　　2　　　8　　　17　　　8　　　5　　　4　　　8 100（3，055）

VI（1978） 21　　　7　　23　　　1　　　5　　22　　10　　　3　　　4　　　4 100（2，032）

備考）　＊はその他に入れてある。

出拠）統計数理研究所国民性調査委員会『第4日本人の国民性』（出光書店

　　　p286

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

転
が
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
指
摘
は
正
し
い
も
の
で
は
あ
る
が
、

戦
前
か
ら
戦
後
へ
の
価
値
意
識
の
変
化
に
だ
け
目
を
奪
わ

れ
て
い
る
と
、
戦
後
五
〇
年
間
の
中
の
変
化
に
と
か
く
鈍

感
に
な
り
や
す
い
。
図
2
で
示
し
た
の
は
、
「
一
番
大
切
な

も
の
」
と
い
う
選
択
肢
の
中
か
ら
、
「
家
族
」
と
い
う
項
目

と
、
「
金
・
財
産
」
と
い
う
項
目
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
こ
の
差
は
開
い
て
行
く
傾
向

に
あ
る
。
ま
た
、
図
3
は
、
「
毎
日
の
生
活
を
充
実
さ
せ
て

楽
し
む
」
か
、
「
貯
蓄
・
投
資
な
ど
将
来
に
備
え
る
」
か
の

一
九
七
〇
年
以
降
の
意
識
調
査
の
結
果
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
見
る
と
、
一
九
七
〇
年
～
七
四
年
は
、
ま
だ
、
「
貯
蓄
・

投
資
な
ど
将
来
に
備
え
る
」
生
き
方
が
「
毎
日
の
生
活
を

充
実
さ
せ
て
楽
し
む
」
生
き
方
に
た
い
し
て
、
か
な
り
差

を
つ
け
て
い
た
が
、
七
五
年
～
八
五
年
ま
で
の
両
者
拮
抗

の
時
代
を
経
て
、
八
五
年
以
降
は
、
は
っ
き
り
と
「
毎
日

の
生
活
を
充
実
さ
せ
て
楽
し
む
」
生
き
方
の
方
が
優
位
に

立
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
言
で
、
「
私
化
」
と
か
「
私
生
活
主
義
」
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戦後日本社会の価値意識の変化

と
か
マ
イ
ホ
ー
ム
主
義
と
か
言
っ
て
み
て
も
、
そ
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
「
趣
味
に
合
っ
た
」
、
「
の
ん
き
な
」
と
言
う
側
面
も
あ
れ

ば
、
家
族
中
心
の
愛
情
や
人
間
関
係
を
重
要
視
し
た
生
き
方
、
さ
ら
に
将
来
よ
り
は
「
現
在
を
楽
し
む
」
と
い
う
考
え
方
も
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
公
的
領
域
と
私
的
領
域
の
分
離
を
前
提
と
し
て
、
私
的
領
域
に
し
か
自
ら
の
「
意
味
付
け
と
安
定
」
の
根
拠
を
見
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

だ
せ
な
く
な
る
と
い
う
「
私
化
」
の
指
摘
は
、
確
か
に
「
公
」
の
方
面
か
ら
見
れ
ば
的
を
得
た
も
の
と
言
え
る
。
P
・
L
・
バ
ー
ガ
ー
ら

に
よ
れ
ば
、
「
近
代
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
異
様
に
個
人
中
心
的
（
聴
2
一
一
畦
ζ
5
鎌
≦
身
餌
一
＆
）
で
あ
る
。
現
実
性
の
本
質
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
担
い
手
で
あ
る
個
人
は
、
理
の
当
然
な
が
ら
、
価
値
の
序
列
の
中
で
非
常
に
重
要
な
位
置
を
獲
得
す
る
」
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
「
趣
味
に
合
っ
た
」
、
「
の
ん
き
な
」
、
「
現
在
の
家
庭
中
心
」
の
生
き
方
は
、
あ
く
ま
で
も
戦
前
の
「
滅
私
奉
公
」
的
価
値
観
へ

の
反
動
と
し
て
、
空
白
を
埋
め
る
と
り
あ
え
ず
の
自
己
中
心
的
な
価
値
意
識
と
い
う
側
面
も
含
ま
れ
て
い
た
。
何
故
な
ら
ば
、
「
金
・
財
産
」

よ
り
も
「
家
族
」
、
「
貯
蓄
・
投
資
な
ど
将
来
に
備
え
る
」
よ
り
も
「
毎
日
の
生
活
を
充
実
さ
せ
て
楽
し
む
」
と
い
う
生
き
方
の
選
択
は
、
前

者
に
つ
い
て
は
一
九
六
〇
年
代
、
後
者
に
つ
い
て
は
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
0
年
代
前
半
の
約
一
〇
年
間
と
い
う
価
値
意
識
が
ど
ち
ら
と

も
決
め
か
ね
る
期
間
を
持
っ
た
う
え
で
、
変
化
し
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
九
〇
年
代
半
ば
の
現
在
は
、
〈
私
生
活
〉
自

身
の
内
容
こ
そ
が
問
わ
れ
て
き
て
お
り
、
「
家
族
」
や
「
毎
日
の
生
活
」
の
あ
り
方
は
、
公
的
領
域
と
も
私
的
領
域
と
も
十
分
に
重
な
っ
て

く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
も
う
一
つ
、
戦
後
日
本
人
の
価
値
意
識
に
お
け
る
変
化
で
注
目
す
べ
き
「
両
義
性
」
を
示
し
て
い
る
の
が
、
「
物
の
豊
か
さ
」
と
「
心
の

豊
か
さ
」
と
い
う
分
岐
点
で
あ
る
。
図
4
に
示
し
た
の
は
、
今
後
の
生
活
の
仕
方
に
つ
い
て
「
物
質
的
に
は
あ
る
程
度
豊
か
に
な
っ
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
は
心
の
豊
か
さ
や
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
す
る
こ
と
に
重
き
を
置
き
た
い
」
か
「
ま
だ
ま
だ
物
質
的
な
面
で
生
活
を
豊
か
に

す
る
こ
と
に
重
き
を
お
き
た
い
」
か
を
一
九
七
二
年
か
ら
一
九
九
三
年
ま
で
比
較
し
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
一
九
七
五
年

ぐ
ら
い
ま
で
は
、
「
物
の
豊
か
さ
」
の
方
が
重
視
さ
れ
て
い
た
の
が
、
八
0
年
代
以
降
は
、
急
激
に
「
心
の
豊
か
さ
」
へ
の
比
重
が
高
ま
り
、
61
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戦後日本社会の価値意識の変化

図5　耐久消費財普及の状況
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（備考）　1経済企画庁「消費と貯蓄の動向」，「消費動向調査」による。

　　　2×印以前は人口5万人以上の都市世帯，x印以降は全世帯。

（出典）　経済企画庁「昭和60年版国民生活白書』p125
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一
九
九
三
年
で
は
、
「
心
の
豊
か
さ
」
重
視
が
五
七
・
四
％
と
「
物
の
豊
か
さ
」
重
視
の
二
倍
近
く
に
も
上
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
「
心
の
豊
か
さ
」
を
重
視
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
図
5
で
示
し
た
よ
う
に
、
耐
久
消
費

財
の
普
及
過
程
を
見
て
も
、
電
気
冷
蔵
庫
も
、
電
気
洗
濯
機
も
、
電
気
掃
除
機
も
、
白
黒
テ
レ
ビ
に
変
わ
る
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
も
八
O
年
代

以
降
は
一
〇
〇
％
近
い
普
及
率
と
な
り
、
ス
テ
レ
オ
、
乗
用
車
、
ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
、
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
な
ど
も
着
実
に
普
及
率
を
伸
ば
し

て
い
る
今
日
、
も
は
や
「
物
の
豊
か
さ
」
は
ほ
と
ん
ど
実
現
さ
れ
た
と
い
う
認
識
は
よ
く
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
「
物
の
豊

か
さ
」
に
代
わ
る
「
心
の
豊
か
さ
」
と
い
う
場
合
、
具
体
的
に
は
何
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
非
常
に
回
答
困
難
な
問
題

で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
「
心
の
豊
か
さ
」
と
は
、
一
人
一
人
の
精
神
的
な
生
活
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
具
体
的
な
「
物
」
を
提
示
で
き
な

い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
「
両
義
的
」
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
「
物
の
豊
か
さ
」
は
、
必
ず
し
も
「
心
の
豊
か
さ
」
を
も
た
ら
さ
な
い
が
、

「
心
の
豊
か
さ
」
が
あ
れ
ば
、
よ
し
ん
ば
「
物
が
豊
か
で
な
く
て
も
」
そ
れ
な
り
の
充
足
感
を
味
わ
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
言
い
換
え
れ
ば
八
O
年
代
以
降
の
価
値
意
識
が
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
私
生
活
主
義
と
言
っ

て
も
、
決
し
て
画
一
的
な
方
向
性
を
示
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
「
心
の
豊
か
さ
」
に
し
ろ
、
「
ゆ
と
り
」
に
し
ろ
あ
る
種
の
無
方
向

的
な
価
値
意
識
で
あ
る
と
言
え
る
。
私
は
、
こ
の
傾
向
を
価
値
意
識
の
無
限
定
主
義
と
名
付
け
て
お
き
た
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
次
に

戦
後
価
値
意
識
の
も
う
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
「
余
暇
生
活
」
へ
の
傾
き
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

64

三
、
一
九
八
O
年
代
以
降
の
余
暇
生
活
の
重
視

戦
後
日
本
の
価
値
意
識
の
変
化
を
全
国
的
な
「
世
論
調
査
」
と
い
う
デ
ー
タ
に
限
っ
て
見
て
い
く
な
ら
ば
、
最
も
劇
的
な
変
化
を
示
し

て
い
る
の
は
、
「
労
働
と
余
暇
」
に
関
す
る
意
識
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
図
6
に
示
し
た
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
力
点
の
推
移
を
衣

・
食
・
住
生
活
、
耐
久
消
費
財
、
レ
ジ
ャ
i
・
余
暇
生
活
の
五
つ
の
領
域
か
ら
選
択
し
た
割
合
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
見
て
も
わ
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か
る
と
お
り
、
食
生
活
に
対
し
て
レ
ジ
ャ
i
・
余
暇
生
活
へ
の
重
視
が
上
回
っ
て
く
る
の
が
、
一
九
七
八
年
頃
で
あ
り
、
さ
ら
に
戦
後
一

貫
し
て
生
活
の
最
重
要
領
域
で
あ
っ
た
住
生
活
に
対
し
て
も
、
レ
ジ
ャ
ー
・
余
暇
生
活
の
方
へ
と
力
点
が
移
行
す
る
の
が
一
九
八
三
年
頃

で
あ
る
。
そ
れ
以
降
も
余
暇
生
活
の
重
視
は
衰
え
ず
、
最
近
は
、
三
七
％
で
安
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
レ
ジ
ャ
ー
・
余
暇
生
活
へ
の
生
活
の
力
点
の
移
動
は
、
労
働
時
間
の
短
縮
化
の
動
向
と
一
致
し
て
い
る
。
図
7
を
見
る
と
、
労
働

者
一
人
平
均
年
間
総
実
労
働
時
間
の
推
移
が
わ
か
る
が
、
一
九
六
〇
年
の
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
年
間
二
四
〇
〇
時
間
を
越
え
る
長
時

間
労
働
に
支
え
ら
れ
て
い
た
訳
で
あ
る
が
、
一
九
七
五
年
頃
ま
で
は
年
間
二
〇
〇
〇
時
間
近
く
ま
で
、
減
少
し
て
来
た
。
し
か
し
、
そ
れ

以
降
の
一
二
年
間
ぐ
ら
い
は
、
む
し
ろ
漸
増
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
の
点
が
お
そ
ら
く
「
物
の
豊
か
さ
」
か
ら
「
心
の
豊
か
さ
」
へ
変
わ
っ

て
い
く
時
代
傾
向
の
端
境
期
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
九
八
O
年
代
後
半
か
ら
は
、
目
に
見
え
て
労
働
時
間
は
短
縮
の
傾
向
に
あ
る
。

先
の
図
7
で
も
、
レ
ジ
ャ
ー
・
余
暇
生
活
が
他
の
生
活
諸
領
域
を
引
き
離
し
て
重
視
さ
れ
て
く
る
の
は
、
一
九
八
O
年
代
の
後
半
と
言
え

る
。　

以
上
の
よ
う
に
余
暇
生
活
へ
の
価
値
志
向
は
、
確
か
に
戦
後
日
本
人
の
「
豊
か
さ
」
「
ゆ
と
り
」
の
一
つ
の
指
標
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
点
で
も
自
由
時
間
の
も
つ
無
限
定
性
、
内
容
の
多
様
性
が
存
在
し
て
い
る
。
『
レ
ジ
ャ
ー
白
書
九
四
』
（
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
）

に
よ
る
と
、
図
8
に
あ
る
よ
う
に
、
「
平
日
の
仕
事
時
間
の
短
縮
に
よ
っ
て
増
え
た
活
動
」
は
、
（
1
）
休
養
、
睡
眠
（
四
六
・
六
％
）
、
（
2
）

テ
レ
ビ
（
三
八
・
○
％
）
、
（
3
）
家
族
と
の
団
ら
ん
（
三
〇
・
五
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
女
性
で
は
、
（
4
）
友
人
と
の
付
き
合
い
、
交
際
（
四
三
・

八
％
）
、
（
8
）
家
事
・
家
の
仕
事
（
二
九
・
三
％
）
も
目
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
（
5
）
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
づ
く
り
や
（
6
）
読
書
、
（
9
）
趣
味
活

動
、
文
化
活
動
な
ど
積
極
的
な
活
動
は
増
え
た
と
言
っ
て
も
二
〇
％
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
今
後
新
し
く
始
め
た
い
」

あ
る
い
は
「
も
っ
と
増
や
し
た
い
」
余
暇
活
動
に
つ
い
て
、
過
去
五
年
間
の
経
験
し
た
人
の
比
率
と
今
後
新
た
に
始
め
る
も
し
く
は
増
や

し
た
い
人
の
比
率
を
比
較
し
て
、
そ
の
開
き
の
大
き
い
も
の
か
ら
順
番
に
挙
げ
た
の
が
図
9
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
海
外
旅
行
、
リ

ゾ
ー
ト
滞
在
、
観
光
周
遊
旅
行
と
ア
ウ
ト
ド
ア
・
レ
ジ
ャ
ー
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
自
然
散
策
、
ス
ポ

66
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　　　図8　平日の仕事時間の短縮によって増えた活動
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　　　　　　図9　過去5年間の経験に対する今後の希望率の日（指数）
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i
ッ
・
健
康
づ
く
り
、
芸
術
鑑
賞
な
ど
も
上
位
に
挙
が
っ
て
い
る
。

　
現
実
的
に
は
、
家
で
休
養
し
た
り
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
家
族
と
の
団
ら
ん
が
主
流
で
あ
る
が
、
今
後
は
も
っ
と
積
極
的
な
余
暇
活
動

を
志
向
し
て
い
る
と
言
え
る
。
戦
後
の
価
値
意
識
と
し
て
と
ら
え
た
場
合
、
余
暇
生
活
、
余
暇
活
動
と
は
一
体
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
社
会

学
的
に
は
、
現
代
社
会
の
特
徴
と
し
て
の
脱
－
産
業
社
会
、
大
衆
社
会
、
消
費
社
会
、
都
市
化
社
会
、
大
衆
文
化
な
ど
多
く
の
要
素
が
関

係
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
そ
の
点
を
価
値
意
識
と
の
関
連
で
論
じ
て
お
き
た
い
。

70

　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
戦
後
価
値
意
識
と
し
て
の
余
暇

　
戦
後
価
値
意
識
と
し
て
の
余
暇
を
考
え
る
場
合
に
は
、
現
代
社
会
総
体
の
位
置
づ
け
の
中
で
「
余
暇
と
は
何
か
」
を
問
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
一
般
的
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
」
・
デ
ュ
マ
ズ
デ
ィ
エ
が
『
余
暇
文
明
に
向
か
っ
て
』
（
一
九
六
二
年
）
の
中
で
用
い
た
余

暇
の
三
機
能
と
し
て
の
「
休
息
」
（
U
凹
霧
。
D
①
ヨ
。
邑
、
「
気
晴
ら
し
」
（
9
お
註
器
。
目
。
邑
、
「
自
己
開
発
（
人
格
の
発
展
）
」
（
U
曾
巴
o
薯
①
ヨ
①
暮

　
　
　
　
　
　
（
7
）

号
鼠
冨
お
o
轟
一
ぎ
）
が
有
名
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
余
暇
の
考
え
方
は
、
「
労
働
と
余
暇
」
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
中
か
ら
産
業
社
会
論
、
脱
－

産
業
社
会
論
、
労
働
社
会
学
の
影
響
の
下
で
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
、
余
暇
生
活
、
な
い
し
は
自
由
時
間
へ
の
欲
求
が
こ
ん

な
に
も
高
ま
り
、
ま
た
現
実
化
し
て
き
た
の
は
、
戦
後
の
社
会
変
動
と
大
き
な
関
連
を
も
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
現
代
社
会
の
大
き
な
特

徴
で
あ
る
、
大
衆
社
会
論
、
消
費
社
会
論
、
脱
ー
産
業
社
会
論
、
都
市
化
社
会
論
、
大
衆
文
化
論
な
ど
を
検
討
し
な
が
ら
、
人
間
像
と
し

て
の
「
余
暇
的
人
間
」
、
価
値
意
識
と
し
て
の
「
余
暇
」
を
抽
出
し
て
い
き
た
い
。

e
　
大
衆
社
会
論
に
お
け
る
政
治
的
人
間
像

大
衆
社
会
論
は
、
先
駆
的
に
は
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
著
わ
さ
れ
た
ミ
シ
ュ
レ
『
民
衆
』

　
　
　
　
（
8
）

（
一
八
四
六
年
）
、
A
・
ド
・
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（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ト
ク
ヴ
ィ
ル
『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
』
（
一
八
三
五
ー
四
〇
年
）
、
ル
・
ボ
ン
『
群
衆
心
理
』
（
一
八
九
五
年
）
、
タ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

ド
『
世
論
と
群
集
』
（
一
九
〇
一
年
）
、
V
・
パ
レ
ー
ト
『
エ
リ
ー
ト
の
周
流
』
（
一
九
〇
〇
年
）
な
ど
に
お
い
て
も
エ
リ
ー
ト
と
大
衆
、
群
集

と
政
治
的
支
配
の
問
題
な
ど
が
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
本
格
的
に
登
場
し
て
く
る
の
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
オ
ル
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

ガ
H
イ
同
ガ
セ
ッ
ト
『
大
衆
の
反
逆
』
（
一
九
三
〇
年
）
と
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ
ム
『
自
由
か
ら
の
逃
走
』
（
一
九
四
一
年
）
の
二
冊
が
、
戦
前

期
に
大
衆
社
会
に
対
す
る
危
険
性
を
論
じ
た
代
表
的
な
二
つ
の
方
向
で
あ
っ
た
。
W
・
コ
ー
ン
ハ
ウ
ザ
ー
の
『
大
衆
社
会
の
政
治
』
（
一

九
六
一
年
）
に
よ
る
と
、
オ
ル
テ
ガ
の
方
が
大
衆
社
会
に
対
す
る
貴
族
主
義
的
批
判
で
あ
り
、
フ
ロ
ム
の
方
は
民
主
主
義
的
批
判
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
大
衆
社
会
批
判
の
二
つ
の
系
譜
は
、
戦
後
に
お
い
て
は
、
オ
ル
テ
ガ
の
貴
族
主
義
的
批
判
を
継
承
す
る
よ

う
な
形
で
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
が
登
場
し
、
フ
ロ
ム
の
民
主
主
義
的
批
判
の
系
列
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
C
・
ラ
イ
ト
：
・
・
ル
ズ

が
継
承
し
て
い
く
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
の
大
衆
社
会
論
に
お
い
て
も
、
西
部
蓬
な
ど
は
、
オ
ル
テ
ガ
の
『
大
衆
の
反
逆
』

を
モ
デ
ル
に
し
た
現
代
社
会
論
を
展
開
し
て
い
る
し
、
日
高
六
郎
や
南
博
ら
は
、
フ
ロ
ム
を
土
台
と
し
た
現
代
日
本
の
大
衆
社
会
論
を
展

開
し
て
い
る
。

　
フ
ロ
ム
は
、
近
代
人
の
性
格
構
造
を
自
由
か
ら
の
「
逃
走
」
と
い
う
逆
説
的
な
心
理
構
造
の
中
に
見
い
だ
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
逃
避

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
、
（
1
）
権
威
主
義
、
（
2
）
破
壊
性
、
（
3
）
機
械
的
画
一
性
が
現
れ
、
近
代
人
の
自
由
の
二
面
性
、
す
な
わ
ち
自
由

へ
の
希
求
と
自
由
か
ら
の
逃
避
が
同
時
に
働
い
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
「
近
代
人
の
性
格
構
造
」
と
い
う
発
想
は
、
D
・
リ
ー
ス
マ
ン

に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
が
フ
ロ
イ
ト
の
精
神
分
析
を
採
り
入
れ
な
が
ら
、
「
社
会
的
性
格
」
の
議
論
へ
と
入
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

い
く
わ
け
で
あ
る
。
ア
ド
ル
ノ
『
権
威
主
義
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
（
一
九
五
〇
年
）
、
マ
ル
ク
ー
ゼ
『
一
次
元
的
人
間
』
（
一
九
六
四
年
）
な

ど
も
こ
の
系
譜
に
並
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
大
衆
社
会
論
か
ら
管
理
社
会
論
の
方
向
へ
と
整
理
し
直
さ
れ
て
く
る

の
で
あ
る
。

　
大
衆
社
会
の
社
会
的
性
格
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
、
リ
ー
ス
マ
ン
の
『
孤
独
な
群
衆
』
（
一
九
五
〇
年
）
が
代
表
的
で
あ
る
。
オ
ル
テ
ガ
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や
フ
ロ
ム
ま
で
は
、
大
衆
社
会
の
全
体
的
な
性
格
や
危
険
性
・
批
判
は
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
個
別
の
社
会
状
況
の
中
で
の
個
人
に
つ
い

て
は
詳
し
く
検
討
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
リ
ー
ス
マ
ン
は
、
「
わ
た
し
は
、
こ
こ
で
は
”
同
調
性
の
様
式
”
と
い
う
こ
と
ば
を
、
「
社

会
的
性
格
」
と
同
義
の
も
の
と
し
て
使
い
た
い
　
　
も
ち
ろ
ん
、
同
調
性
が
社
会
的
性
格
の
す
べ
て
で
は
な
い
の
で
、
社
会
的
性
格
の
な

か
に
は
、
「
創
造
性
の
様
式
」
な
ど
も
ふ
く
ま
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
や
個
人
は
　
　
た
と
え
退
屈
で
も
　
　
、
い
ち
お
う
創
造

性
な
し
で
存
在
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
ん
ら
か
の
同
調
性
　
　
そ
れ
は
反
抗
と
い
う
か
た
ち
で
の
同
調
性
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
　
な
し
に
は
存
在
し
え
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
同
調
性
の
様
式
」
が
伝
統
指
向
型
、
内
部
指
向
型
、

他
人
指
向
型
に
分
か
れ
、
か
つ
て
の
伝
統
指
向
型
、
内
部
指
向
型
に
変
わ
っ
て
、
現
代
人
は
「
他
人
指
向
型
」
が
支
配
的
で
あ
る
こ
と
を

戦
後
ア
メ
リ
カ
社
会
の
大
衆
社
会
状
況
か
ら
分
析
し
て
い
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
消
費
社
会
論
と
も
関
連
し
て
い
る
が
、
リ
ー
ス
マ
ン
の
提
起
し
た
「
他
人
指
向
型
」
の
同
調
性
の
様
式
は
、
大

衆
社
会
が
経
済
成
長
に
と
も
な
っ
て
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
き
た
事
を
現
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
フ
ロ
ム
に
お
い
て
は
、
「
ナ
チ
ズ
ム
の
心
理
」

の
問
題
が
大
前
提
と
し
て
存
在
し
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
政
治
思
想
と
し
て
の
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
と
も
共
通
す
る
性
格
を
有
し
て
い

た
が
、
リ
ー
ス
マ
ン
に
お
い
て
は
、
戦
後
世
界
を
先
取
り
す
る
よ
う
な
消
費
社
会
、
大
衆
文
化
、
余
暇
社
会
な
ど
へ
の
橋
渡
し
が
可
能
に

な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
大
衆
文
化
論
の
流
れ
の
中
に
も
、
リ
ー
ス
マ
ン
に
代
表
さ
れ
る
社
会
的
性
格
論
が
入
っ
て
き
て
、
ア
メ
リ
カ
ン
・

カ
ル
チ
ャ
ー
、
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
！
、
ユ
ー
ス
・
カ
ル
チ
ャ
ー
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
サ
ブ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
論
（
下
位
文
化
論
）
が
盛
ん
に
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

開
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
大
衆
社
会
論
の
核
心
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
自
由
、
平
等
な
ど
の
政
治
的
な
人
間
像
を
巡
る
議
論
の
展
開
に
あ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
C
・
ラ
イ
ト
・
ミ
ル
ズ
は
、
『
新
し
い
権
力
者
』
（
一
九
四
八
年
）
、
『
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
！
』
（
一
九
五
一
年
）
、
『
パ
ワ
ー
・
エ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

ー
ト
』
（
一
九
五
六
年
）
の
い
わ
ゆ
る
階
級
三
部
作
の
な
か
で
、
（
1
）
労
働
組
合
指
導
者
の
体
制
内
化
、
（
2
）
ど
の
階
級
に
も
属
さ
な
い
現

代
大
衆
の
政
治
的
無
関
心
、
（
3
）
現
代
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
支
配
階
級
（
パ
ワ
ー
・
エ
リ
ー
ト
）
の
存
在
な
ど
に
触
れ
て
、
大
衆
社
会
批
判
を
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行
っ
た
。
ミ
ル
ズ
が
指
摘
し
た
新
し
い
形
で
の
支
配
階
級
の
存
在
は
、
余
暇
研
究
と
直
接
的
な
関
係
は
な
い
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
階

級
論
と
は
多
少
異
な
っ
た
現
代
社
会
批
判
は
、
大
衆
的
余
暇
（
マ
ス
・
レ
ジ
ャ
璽
）
の
時
代
を
予
感
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　
清
水
幾
太
郎
、
旦
局
六
郎
、
高
橋
徹
、
辻
村
明
な
ど
の
社
会
学
者
た
ち
は
、
機
械
文
明
の
発
達
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
と
社
会
主
義
と

を
問
わ
ず
、
共
通
に
派
生
し
て
く
る
社
会
的
病
理
現
象
と
し
て
大
衆
社
会
状
況
を
把
握
し
た
の
に
対
し
て
、
政
治
学
者
の
松
下
圭
『
は
、

『
思
想
』
の
特
集
「
大
衆
社
会
」
（
一
九
五
六
年
一
一
月
）
に
お
い
て
、
社
会
学
者
に
よ
る
病
理
現
象
の
指
摘
は
単
な
る
記
述
学
に
過
ぎ
な
い
と

　
　
　
（
2
1
）

批
判
し
た
。
し
か
し
、
松
下
理
論
の
根
底
に
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
発
展
図
式
が
あ
り
、
リ
ー
ス
マ
ン
や
ミ
ル
ズ
の
指
摘
と
は
、
前
提
が
異

な
っ
て
い
た
と
も
言
え
よ
う
。

　
ミ
ル
ズ
は
、
『
新
し
い
権
力
者
』
の
中
で
は
、
階
級
闘
争
の
制
度
化
に
と
も
な
う
労
働
組
合
指
導
者
の
体
制
内
化
の
問
題
を
提
起
し
、
『
ホ

ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
』
と
い
う
文
献
に
お
い
て
は
、
大
衆
の
政
治
的
無
関
心
と
い
う
テ
ー
マ
を
提
起
し
て
い
る
。
従
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
階
級

社
会
論
の
上
流
階
級
・
中
産
階
級
・
労
働
者
階
級
（
マ
ル
ク
ス
主
義
の
用
語
で
は
、
ブ
ル
ジ
・
ワ
ジ
ー
と
プ
・
レ
タ
リ
ア
ー
ト
）
と
い
う
階
級
区
分

で
は
な
く
て
、
労
働
体
系
に
お
け
る
言
わ
ば
「
職
業
階
層
」
と
し
て
の
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
と
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
と
い
う
区
分
が
現
実
的
な
社

会
的
区
分
で
あ
る
こ
と
が
し
だ
い
に
支
持
を
得
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ま
ず
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
お
い
て
政
治
的
無
関
心
が
蔓
延

し
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
支
配
階
級
（
ル
ー
リ
ン
グ
・
ク
ラ
ス
）
と
し
て
の
パ
ワ
ー
・
エ
リ
ー
ト
が
登
場
し
て
く
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ミ
ル
ズ

は
、
『
パ
ワ
ー
・
エ
リ
ー
ト
』
に
お
い
て
、
産
業
・
国
家
・
軍
事
の
三
つ
の
権
力
の
複
合
体
を
構
成
し
て
い
る
現
代
ア
メ
リ
カ
の
支
配
階
級

を
暴
露
し
な
が
ら
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
大
衆
社
会
の
貴
族
主
義
的
批
判
を
展
開
し
た
同
時
代
の
思
想
家
と
し
て
、
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

女
は
、
『
全
体
主
義
の
起
源
』
（
一
九
五
一
年
）
や
『
人
間
の
条
件
』
（
一
九
五
八
年
）
に
お
い
て
、
哲
学
的
な
意
味
で
の
「
活
動
的
生
活
」
に
批

判
の
根
拠
を
置
い
た
と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
衆
社
会
論
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
人
間
像
は
、
自
由
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
政
治
的
人
間
像
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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余
暇
社
会
の
到
来
を
考
え
た
場
合
に
も
、
こ
の
自
由
へ
の
希
求
は
戦
後
価
値
意
識
の
根
幹
に
か
か
わ
る
も
の
で
も
あ
る
。

大
衆
社
会
の
裏
側
で
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
全
体
主
義
や
管
理
社
会
に
対
す
る
危
険
性
が
常
に
叫
ば
れ
て
い
た
訳
で
あ
る
。

費
社
会
論
や
脱
－
産
業
社
会
論
で
は
ど
の
よ
う
な
人
問
像
が
模
索
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

し
た
が
っ
て
、

そ
れ
で
は
、
消

　
口
　
消
費
社
会
論
と
都
市
化
社
会
論
に
お
け
る
「
差
異
へ
の
欲
求
」
と
「
匿
名
性
」

　
ま
ず
消
費
社
会
論
の
先
駆
的
研
究
と
し
て
は
、
T
・
B
・
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
『
有
閑
階
級
の
理
論
』
（
一
八
九
九
年
）
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
は
、
「
誇
示
的
消
費
」
（
見
せ
び
ら
か
し
の
消
費
）
と
い
う
概
念
を
使
っ
て
、
「
有
閑
階
級
」
（
毎
窪
お
9
霧
の
）
が
自
己
の
富

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

と
特
権
を
誇
示
す
る
習
慣
を
分
析
し
た
。
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
に
よ
れ
ば
、
人
び
と
は
消
費
財
と
し
て
の
モ
ノ
を
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
何
ら
か
の

具
体
的
な
有
用
性
や
使
用
価
値
の
ゆ
え
に
の
み
消
費
す
る
の
で
は
な
い
。
人
び
と
に
と
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
モ
ノ
は
有
用
物
、
使
用
価
値

と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
の
モ
ノ
を
消
費
す
る
人
間
の
、
そ
の
社
会
的
な
地
位
や
経
済
力
な
ど
を
表
示
す
る
社
会
的
指

標
と
し
て
も
存
在
し
て
い
る
。
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
は
モ
ノ
の
こ
う
し
た
社
会
的
地
位
表
示
の
機
能
を
、
そ
の
有
用
性
や
使
用
価
値
と
対
比
し
て

「
消
費
財
の
間
接
的
・
第
二
次
的
効
用
」
と
呼
ん
だ
が
、
誇
示
的
消
費
と
は
、
モ
ノ
の
こ
の
よ
う
な
「
間
接
的
・
第
二
次
的
効
用
」
が
、
人

び
と
の
消
費
の
主
要
な
動
機
と
し
て
肥
大
化
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
に
消
費
社
会
論
の
代
表
的
論
者
の
一
人
で
あ
る
J
・

ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
が
「
差
異
表
示
記
号
」
と
呼
ん
だ
と
こ
ろ
の
人
び
と
の
欲
求
の
在
り
方
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
消
費
社
会
論
の
最
も
重
要
な
論
点
は
、
「
差
異
へ
の
欲
求
」
と
い
う
点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
大
量
生
産
－
大
量
流

通
ー
大
量
消
費
と
い
う
資
本
主
義
の
必
然
的
な
経
済
構
造
に
支
え
ら
れ
て
、
「
あ
ふ
れ
出
し
た
商
品
（
モ
ノ
）
」
が
社
会
状
況
を
規
定
し
て
く

る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
J
・
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
同
じ
く
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
、
社
会
学
者
で

あ
る
H
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
も
『
日
常
生
活
批
判
』
（
一
九
四
七
－
六
二
年
）
、
『
都
市
革
命
』
（
一
九
七
〇
年
）
な
ど
に
お
い
て
、
人
々
の
「
差
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

へ
の
欲
求
」
と
都
市
空
間
と
を
関
連
づ
け
て
い
る
。
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
、
都
市
化
さ
れ
、
平
準
化
さ
れ
て
ゆ
く
反
面
で
文
化
的
差
異
と
領
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域
的
分
化
が
埋
め
込
ま
れ
た
世
界
に
お
い
て
、
矛
盾
が
集
積
す
る
場
と
し
て
都
市
を
位
置
づ
け
、
そ
こ
か
ら
「
都
市
革
命
」
の
必
然
性
を

説
い
て
い
る
。

　
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
の
『
消
費
社
会
の
神
話
と
構
造
』
（
一
九
七
〇
年
）
は
、
消
費
の
本
質
を
モ
ノ
材
記
号
の
消
費
と
し
て
位
置
づ
け
、
差
異

化
の
構
造
的
論
理
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
実
際
に
は
、
ま
ず
最
初
に
差
異
化
の
構
造
的
論
理
が
存
在
し
、
こ
の
論
理
が
諸
個
人

を
「
個
性
化
さ
れ
た
」
も
の
と
し
て
、
つ
ま
り
互
い
に
異
な
る
も
の
と
し
て
生
産
す
る
。
コ
ー
ド
に
支
配
さ
れ
た
差
異
化
／
個
性
化
の
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

式
の
論
理
、
こ
れ
こ
そ
根
本
的
な
論
理
で
あ
る
。
」
こ
の
「
差
異
化
の
欲
求
」
は
、
消
費
社
会
を
見
る
あ
る
見
方
を
提
示
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
あ
る
商
品
は
、
他
の
商
品
と
異
な
る
個
性
化
さ
れ
た
違
い
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
が
消
費
さ
れ
る
と
次
に
ま
た
差

異
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
う
し
た
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
再
生
産
さ
れ
て
く
る
。
こ
れ
は
、
構
造
的
論
理
で
あ
っ
て
、
「
個

性
化
」
と
は
常
に
括
弧
づ
き
、
す
な
わ
ち
何
か
が
個
性
的
で
あ
る
と
い
う
と
直
ち
に
「
様
式
」
が
支
配
し
て
い
く
仕
組
み
が
存
在
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
消
費
社
会
論
の
展
開
が
余
暇
研
究
と
結
び
付
く
面
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
「
構
造
」
の
発
見
が
人
々
の
余

暇
へ
の
欲
求
と
ど
の
よ
う
に
結
び
付
い
て
い
る
の
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
J
・
デ
ュ
マ
ズ
デ
ィ
エ

な
ど
の
余
暇
社
会
学
の
登
場
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
消
費
社
会
論
に
お
け
る
価
値
意
識
と
し
て
の
「
人
間
像
」
は
、
「
差
異
へ
の
欲
求
」
を
も
っ
た
消
費
型
人
間
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
都
市
化
社
会
の
到
来
か
ら
、
都
市
的
な
生
活
様
式
が
全
体
社
会
の
中
に
入
っ
て
く
る
と
、
「
匿
名
的
人
間
」
と

で
も
呼
べ
る
よ
う
な
人
間
像
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
都
会
の
中
に
暮
ら
し
て
い
る
自
己
は
「
誰
か
」
と
し
て
特
定
で
き
な

い
要
素
を
多
く
も
っ
て
お
り
、
そ
の
根
無
し
草
的
な
生
き
方
に
解
放
感
や
存
在
感
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
余
暇
生
活
と
は
こ
の
よ
う

な
消
費
社
会
、
都
市
化
社
会
の
到
来
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
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日
　
脱
－
産
業
社
会
論
に
お
け
る
「
労
働
と
余
暇
」

　
産
業
社
会
論
お
よ
び
脱
ー
産
業
社
会
論
の
核
心
的
な
論
点
の
一
つ
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
あ
た
り
か
ら
欧
米
先
進
諸
国
の
工
業
化
の

段
階
が
新
し
い
局
面
を
迎
え
て
き
た
点
で
あ
る
。
代
表
的
な
論
者
た
ち
を
挙
げ
る
と
J
・
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ベ
ル
、
A
・
ト

ゥ
レ
ー
ヌ
な
ど
が
い
る
。
ま
ず
、
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
は
『
ゆ
た
か
な
社
会
』
（
一
九
五
八
年
）
に
お
い
て
、
「
貧
し
い
社
会
」
と
対
比
し
て
の
「
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

か
な
社
会
」
（
畦
旨
8
区
9
一
⑩
受
）
の
登
場
を
指
摘
し
た
。
ま
た
「
新
し
い
産
業
国
家
』
（
一
九
六
七
年
）
に
お
い
て
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進

展
と
と
も
に
出
現
し
た
大
企
業
体
制
の
も
と
で
、
大
企
業
を
実
質
的
に
支
配
す
る
の
は
資
本
家
自
身
で
は
な
く
、
経
営
者
や
技
術
者
な
ど

で
構
成
さ
れ
る
テ
ク
ノ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
と
呼
ば
れ
る
管
理
機
構
で
あ
り
、
し
か
も
政
府
は
大
企
業
の
研
究
開
発
を
助
成
し
、
高
等
教
育

機
関
を
充
実
さ
せ
て
優
れ
た
人
的
資
源
を
大
企
業
に
送
り
込
む
な
ど
大
企
業
と
政
府
と
は
ま
す
ま
す
密
接
に
結
び
付
き
、
「
新
し
い
産
業
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

家
」
と
し
て
支
配
体
制
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
『
不
確
実
性
の
時
代
』
（
一
九
七
七
年
）
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な

欲
望
が
欲
望
を
満
足
さ
せ
る
過
程
に
依
存
す
る
巨
大
産
業
の
「
依
存
効
果
」
か
ら
脱
す
る
た
め
に
は
、
住
宅
、
交
通
、
医
療
、
教
育
等
、

市
民
生
活
に
直
結
す
る
分
野
へ
の
政
府
政
策
を
積
極
的
に
進
め
、
テ
ク
ノ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
の
支
配
を
公
共
目
的
の
た
め
に
制
御
す
る
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

共
国
家
へ
の
移
行
を
主
張
し
て
い
る
。

　
ダ
ニ
エ
ル
・
ベ
ル
は
、
『
脱
工
業
化
社
会
の
到
来
』
（
一
九
七
三
年
）
の
中
で
、
「
前
工
業
社
会
」
「
工
業
社
会
」
「
脱
工
業
社
会
」
と
い
う
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

つ
の
社
会
を
比
較
し
な
が
ら
、
脱
工
業
化
社
会
の
特
徴
を
次
の
五
点
に
集
約
し
て
い
る
。
（
1
）
経
済
領
域
に
お
け
る
製
造
業
か
ら
サ
ー
ビ

ス
産
業
へ
の
変
遷
、
（
2
）
職
業
構
造
に
お
け
る
専
門
・
技
術
職
の
優
位
、
（
3
）
基
軸
原
則
と
し
て
の
理
論
的
知
識
の
中
心
性
、
（
4
）
将
来

の
方
向
づ
け
と
し
て
の
技
術
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
（
5
）
意
志
決
定
で
の
新
た
な
「
知
的
技
術
」
の
創
造
。
こ
れ
ら
は
、
ベ
ル
の
『
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
終
焉
』
（
一
九
六
〇
年
）
と
『
資
本
主
義
の
文
化
的
矛
盾
』
（
一
九
七
六
年
）
の
間
に
位
置
し
て
、
社
会
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
知
識
・
情

報
の
ウ
ェ
ー
ト
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
た
社
会
的
状
況
を
反
映
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
で
あ
る
A
・
ト
ゥ
レ
ー
ヌ
は
、
『
脱
工
業
化
の
社
会
』
（
一
九
六
九
年
）
の
中
で
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
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　　　　　　　　　　　図10　余暇の時間一活動二次元モデル

活　　　　　　動　　　　　　ACTIVITY

拘束Constramt－　　　　　　　　　　　　D　Freedom自由

時
　
　
　
間

国
Σ
一
臼

労　働

Work

労働外

Non－work

労働（雇用）　　　　労働要務（雇用と関連）　　　　「労働としての余暇」

Work（employment）　Work　obllgations　　　　　　　‘Lelsure　m　work’

　　　　　　　　　　（connected　wlth　employment）

生理的必要　　　　　労働外の要務　　　　　　　　　余　　暇

Physlologlcal　needs　　Non．work　obhgatlons　　　　　　Lelsure

Sねnley　Parker，The　futureofwork　and　lelsure（1971）より引用（p28）

（出典）　原田勝弘「労働と余暇」山中一郎編『社会学シンポジウム』文教書院，1979年p117

シ
ー
支
配
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
社
会
を
批
判
し
、
脱
工
業
化
社
会
H
後
期
工
業
化
社
会
に
お
け
る

新
し
い
社
会
階
級
、
新
し
い
社
会
紛
争
、
そ
し
て
新
し
い
社
会
運
動
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

彼
は
ま
た
、
余
暇
社
会
学
の
デ
ュ
マ
ズ
デ
ィ
エ
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
が
、
『
脱
工
業
化
の
社

会
』
の
中
で
余
暇
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。
「
余
暇
自
体
は
社
会
的
階
層
序
列

に
よ
る
差
別
か
ら
脱
却
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
実
行
面
で
の
階
層
別
分
化
の
傾
向
を
示
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
余
暇
活
動
は
そ
の
内
容
面
で
い
っ
そ
う
増
大
し
て
も
、
そ
の
社
会
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

形
態
に
お
い
て
地
位
階
層
い
か
ん
に
よ
る
区
分
状
態
を
と
も
な
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
」
つ
ま

り
、
脱
工
業
化
社
会
で
も
新
た
な
階
層
分
化
が
生
じ
、
単
に
同
質
化
、
画
一
化
し
て
い
く
だ
け

で
は
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
「
労
働
と
余
暇
」
の
テ
ー
マ
は
、
広
く
は
産
業
社
会
学
の
範
疇
に
入
る
が
、
特
に
労
働
社
会
学

で
扱
わ
れ
て
き
た
。
S
・
パ
ー
カ
ー
「
労
働
と
余
暇
』
（
↓
九
七
一
年
）
、
G
・
P
・
フ
リ
ー
ド
マ

ン
『
細
分
化
さ
れ
た
労
働
』
（
一
九
五
六
年
）
お
よ
び
『
力
と
知
恵
」
（
一
九
七
一
年
）
な
ど
が
「
労
働

と
余
暇
」
、
「
労
働
の
人
間
化
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
提
起
し
て
い
る
。
パ
ー
カ
ー
は
、
図
1
0
の
よ

う
な
「
余
暇
の
時
間
　
　
活
動
二
次
元
モ
デ
ル
」
を
表
わ
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
労
働

を
基
準
に
し
な
が
ら
、
時
問
（
良
ヨ
①
）
と
活
動
（
＞
3
＜
ξ
）
の
二
つ
の
次
元
か
ら
考
察
し
て
い

る
。
こ
の
パ
ー
カ
ー
の
図
式
で
は
、
時
間
に
お
け
る
「
労
働
」
と
「
労
働
外
」
、
活
動
に
お
け
る
「
拘

束
」
と
を
組
み
合
わ
せ
て
、
余
暇
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
典
型
的
な
「
労

働
か
ら
余
暇
へ
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
九
六
〇
年

代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
変
動
を
「
階
級
社
会
の
変
動
」
と
し
て
捉
え
た
産
業
社
会
学
者
も
存
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在
し
た
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
S
・
マ
レ
『
新
し
い
労
働
者
階
級
』
（
一
九
六
一
二
年
）
、
A
・
ゴ
ル
ツ
『
労
働
者
戦
略
と
新
資
本
主
義
』
（
一

九
六
四
年
）
、
あ
る
い
は
イ
ギ
リ
ス
の
D
・
ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
、
」
・
H
・
ゴ
ー
ル
ド
ソ
ー
プ
ら
の
『
豊
か
な
労
働
者
』
（
一
九
六
八
年
）
な
ど

　
　
（
3
3
）

で
あ
る
。
高
学
歴
化
や
技
術
革
新
に
伴
っ
て
登
場
し
た
「
新
し
い
労
働
者
階
級
」
や
「
豊
か
な
労
働
者
」
（
＞
窪
語
暮
ミ
o
蒔
包
に
よ
っ
て
、

階
級
社
会
が
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
J
・
デ
ュ
マ
ズ
デ
ィ
エ
が
登
場
し
て
く
る
背
景
と
し
て
、
パ
ー
カ
ー
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
ら
の
労
働
社
会
学
か
ら
の
影
響

と
ト
ゥ
レ
ー
ヌ
、
マ
レ
、
ゴ
ル
ツ
ら
の
産
業
社
会
学
や
階
級
論
か
ら
の
影
響
も
入
っ
て
き
て
、
ア
メ
リ
カ
の
D
・
ベ
ル
ら
の
脱
工
業
化
社

会
論
と
肩
を
並
べ
ら
れ
る
く
ら
い
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
で
の
成
熟
が
進
ん
だ
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
デ
ュ
マ
ズ
デ
ィ
エ
は
フ
リ
ー
ド
マ
ン

が
使
っ
た
「
非
労
働
時
間
」
と
い
う
言
葉
を
「
自
由
時
間
」
に
置
き
換
え
て
い
る
が
、
自
由
時
間
は
レ
ジ
ャ
ー
（
余
暇
）
と
同
義
で
は
な
く
、

言
わ
ば
レ
ジ
ャ
ー
の
入
れ
物
で
あ
る
。
彼
は
一
九
五
七
年
の
論
文
に
お
い
て
は
、
自
由
時
間
を
「
技
術
的
進
歩
や
社
会
的
活
動
の
結
果
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
）

生
産
の
期
間
の
前
後
に
人
間
の
非
生
産
的
活
動
の
た
め
に
使
わ
れ
、
生
産
・
労
働
に
よ
っ
て
自
由
に
な
っ
た
時
間
」
と
定
義
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
『
余
暇
文
明
へ
向
か
っ
て
』
（
一
九
六
二
年
）
に
な
る
と
、
レ
ジ
ャ
i
（
余
暇
）
の
定
義
は
、
「
個
人
が
職
場
や
家
庭
、
社
会
か

ら
課
せ
ら
れ
た
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
き
に
、
休
息
の
た
め
、
気
晴
ら
し
の
た
め
、
あ
る
い
は
利
得
と
は
無
関
係
な
知
識
や
能
力
の
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

成
、
自
発
的
な
社
会
的
参
加
、
自
由
な
創
造
力
の
発
揮
の
た
め
に
、
ま
っ
た
く
随
意
に
行
う
活
動
の
総
体
で
あ
る
。
」
と
な
っ
て
い
る
。
デ

ュ
マ
ズ
デ
ィ
エ
と
言
え
ば
、
余
暇
の
三
機
能
と
し
て
の
「
休
息
」
、
「
気
晴
ら
し
」
、
「
自
己
開
発
（
人
格
の
発
展
）
」
が
有
名
で
あ
る
が
、
彼
自

身
、
余
暇
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
少
し
ず
つ
修
正
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
間
の
変
化
は
、
「
ア
ヌ
シ
i
調
査
」
と
呼
ば
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
地

方
都
市
住
民
の
レ
ジ
ャ
ー
行
動
の
内
容
・
時
間
・
組
織
の
克
明
な
実
証
主
義
的
な
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
展
開
さ
れ
た
。
彼
は
ま
た
、

『
レ
ジ
ャ
ー
社
会
学
』
（
一
九
七
四
年
）
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
を
総
合
化
す
る
意
味
で
、
「
非
労
働
」
時
問
か
ら
「
自
由
」
時
間
へ
、
そ
し
て
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

ら
に
「
レ
ジ
ャ
ー
」
時
間
へ
と
よ
り
積
極
的
な
意
味
付
け
を
強
調
し
て
い
く
。
そ
し
て
レ
ジ
ャ
ー
活
動
を
生
産
労
働
と
さ
ま
ざ
ま
な
義
務

的
活
動
と
の
間
に
位
置
づ
け
、
休
息
に
代
わ
っ
て
第
三
次
的
活
動
と
し
て
発
展
す
る
可
能
性
を
見
い
だ
し
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
「
レ
ジ
ャ
ー
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社
会
学
の
構
築
」
や
「
余
暇
文
明
へ
向
か
っ
て
」
と
い
う
言
い
方
の
中
に
、
社
会
の
中
に
発
生
し
た
新
た
な
余
暇
を
使
用
す
る
形
で
、
人

間
の
新
し
い
文
化
・
文
明
論
へ
と
展
開
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
図
が
現
れ
て
い
る
。

　
産
業
化
、
脱
ー
産
業
社
会
論
か
ら
出
発
し
て
き
た
が
、
パ
ー
カ
ー
や
フ
リ
ー
ド
マ
ン
は
明
ら
か
に
「
労
働
－
余
暇
」
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
延

長
線
上
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
デ
ュ
マ
ズ
デ
ィ
エ
の
段
階
に
な
る
と
、
「
産
業
社
会
論
」
の
枠
だ
け
で
は
な
く
、
「
労
働
－
余
暇
」
パ
ラ
ダ

イ
ム
自
体
を
も
越
え
て
、
文
化
・
文
明
論
に
ま
で
入
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
レ
ジ
ャ
ー
の
定
義
と
言
う
と
必
ず
と
言
う

ほ
ど
、
テ
ユ
マ
ズ
デ
ィ
エ
の
「
余
暇
の
三
機
能
」
、
「
レ
ジ
ャ
ー
の
社
会
学
」
が
引
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
ま
で
、
視
野

を
拡
大
し
、
応
用
領
域
を
広
げ
た
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
脱
－
産
業
社
会
論
に
あ
け
る
人
間
像
は
、
産
業
化
の
時
代
に
お
け
る
「
経
済

人
」
、
「
生
産
す
る
人
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
「
労
働
と
余
暇
」
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
経
て
、
新
た
な
人
間
像
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
段
階
に
至
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
余
暇
文
明
と
い
う
課
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
訳
で
あ
る
。

戦後日本社会の価値意識の変化

　
四
　
大
衆
文
化
論
に
お
け
る
「
余
暇
と
遊
び
」

　
最
後
に
大
衆
文
化
論
の
領
域
を
見
て
お
き
た
い
。
ま
ず
先
駆
的
研
究
と
し
て
は
、
九
鬼
周
造
「
「
い
き
」
の
構
造
』
（
一
九
三
〇
年
）
、
G
・

H
・
ミ
ー
ド
『
精
神
・
自
我
・
社
会
』
（
一
九
三
四
年
）
、
J
・
ホ
イ
ジ
ン
ハ
『
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
」
（
一
九
三
八
年
）
、
R
・
カ
イ
ヨ
ワ
『
遊

び
と
人
間
』
（
一
九
五
八
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ホ
イ
ジ
ン
ハ
や
カ
イ
ヨ
ワ
に
な
る
と
、
先
駆
的
研
究
と
い
う
よ
り
は
「
遊
び
」

論
の
本
格
的
展
開
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
後
の
展
開
が
内
包
さ
れ
て
い
た
と
い
う
意
味
で
先
駆
的
と
位
置
づ
け
た
。
九
鬼
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

造
『
「
い
き
」
の
構
造
』
は
、
日
本
文
化
の
中
に
あ
る
感
覚
的
、
芸
術
的
特
性
を
紡
ぎ
出
し
て
い
る
。
「
媚
態
」
と
「
意
気
地
」
と
「
諦
め
」

の
三
つ
の
契
機
か
ら
な
る
「
い
き
」
の
民
族
的
特
性
の
指
摘
は
、
戦
後
の
日
本
文
化
論
と
は
一
味
違
っ
た
「
遊
び
」
の
要
素
を
加
味
し
た

分
析
で
あ
っ
た
。
G
・
H
・
ミ
ー
ド
『
精
神
・
自
我
・
社
会
」
は
社
会
学
、
社
会
心
理
学
に
お
い
て
は
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
相
互
作
用
論
の

原
点
と
し
て
古
典
的
名
著
で
あ
る
が
、
「
遊
戯
」
、
「
ゲ
ー
ム
」
、
コ
般
化
さ
れ
た
他
者
」
な
ど
の
諸
概
念
を
駆
使
し
て
社
会
的
自
我
の
形
成

79



法学研究67巻12号（yg4・12）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

や
「
社
会
化
」
（
ω
o
。
一
呂
N
暮
9
）
に
つ
い
て
論
述
し
た
。
後
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
「
遊
び
」
や
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
人

々
が
「
娯
楽
」
を
追
求
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
ミ
ー
ド
の
研
究
は
先
駆
的
な
価
値
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
歴
史
家
で
あ
る
ホ
イ
ジ
ン
ハ
は
『
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
』
に
お
い
て
、
人
間
の
精
神
を
夢
や
幻
想
に
基
づ
く
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

考
え
、
遊
び
こ
そ
が
人
間
を
特
徴
づ
け
る
「
生
の
根
源
的
な
範
疇
」
で
あ
る
と
し
た
。
遊
び
は
自
然
や
ま
じ
め
と
対
立
す
る
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
文
化
所
産
、
言
語
、
法
律
、
芸
術
な
ど
は
遊
ぶ
こ
と
を
通
し
て
産
み
出
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
R
・
カ
イ
ヨ
ワ
は
、
ホ

イ
ジ
ン
ハ
の
〈
遊
び
〉
の
概
念
を
批
判
的
に
継
承
し
つ
つ
、
『
遊
び
と
人
間
』
に
お
い
て
〈
遊
び
〉
を
、
〈
聖
〉
か
ら
も
〈
俗
〉
か
ら
も
独

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

立
し
た
次
元
と
し
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
〈
聖
〉
1
〈
俗
〉
の
文
化
論
的
二
元
論
か
ら
脱
却
し
て
、
カ
イ
ヨ
ワ
は
〈
聖
〉

1
〈
俗
〉
1
〈
遊
〉
と
い
う
三
元
論
を
提
起
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
彼
は
ま
た
、
遊
び
を
ア
ゴ
ー
ン
（
競
争
）
、
ア
レ
ア
（
偶
然
）
、
ミ
ミ
ク
リ

i
（
模
擬
）
、
イ
リ
ン
ク
ス
（
目
眩
）
の
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
：
に
よ
っ
て
分
類
し
て
い
る
。
こ
れ
も
遊
び
の
構
造
論
と
し
て
興
味
深
い
整
理
の
仕

方
で
あ
る
。

　
次
に
、
メ
デ
ィ
ア
論
、
大
衆
文
化
論
な
ど
の
領
域
で
見
て
い
く
と
、
こ
れ
も
重
要
な
文
献
は
い
く
つ
も
あ
る
が
、
戦
前
で
は
W
・
ベ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

ヤ
ミ
ン
『
複
製
技
術
時
代
の
芸
術
』
（
一
九
三
六
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
戦
後
で
は
、
や
は
り
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
展
開
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
R
・
デ
ニ
ー
『
ミ
ュ
ー
ズ
の
お
ど
ろ
き
』
（
一
九
五
七
年
）
、
D
・
ブ
ー
ア
ス
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

ン
『
幻
影
の
時
代
』
（
一
九
六
二
年
）
、
M
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
『
メ
デ
ィ
ア
の
理
解
』
（
一
九
六
四
年
）
な
ど
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
新
聞
、
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
が
人
々
の
生
活
領
域
の
中
に
余
暇
、
娯
楽
、
遊
び
と

し
て
入
っ
て
き
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
余
暇
・
大
衆
娯
楽
研
究
は
、
リ
ー
ス
マ
ン
の
大
衆
社
会
論
以
来
、
ま
す
ま
す
発
展
し
て
き
た
。
そ
の
傾
向
は
、
や

は
り
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
領
域
で
の
研
究
の
発
展
を
土
台
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
領
域

で
は
一
般
的
に
社
会
心
理
学
か
ら
の
E
・
ラ
ラ
ビ
i
、
R
・
マ
イ
ヤ
ー
ソ
ン
共
編
「
マ
ス
・
レ
ジ
ャ
ー
』
（
一
九
五
八
年
）
が
注
目
さ
れ
て
い
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る
が
、
そ
れ
よ
り
以
前
、
既
に
戦
前
か
ら
C
・
D
・
バ
ー
ン
ズ
『
近
代
世
界
に
お
け
る
レ
ジ
ャ
ー
」
（
一
九
三
二
年
）
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

を
岡
田
至
雄
は
『
レ
ジ
ャ
ー
の
社
会
学
』
で
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
B
・
・
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
、
D
・
M
・
ホ
ワ
イ
ト
共
編
『
マ
ス
・
カ

ル
チ
ャ
ー
』
（
一
九
五
八
年
）
、
M
・
カ
プ
ラ
ン
『
ア
メ
リ
カ
の
余
暇
』
（
一
九
六
〇
年
）
と
引
き
続
い
て
研
究
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

J
・
デ
ュ
マ
ズ
デ
ィ
エ
も
『
余
暇
文
明
へ
向
か
っ
て
』
（
一
九
六
二
年
）
の
「
補
遺
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
余
暇
と
大
衆
文
化
研
究
に
関
す
る
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

書
」
で
言
及
し
て
お
り
、
欧
米
で
の
余
暇
研
究
が
一
九
六
〇
年
代
に
入
っ
て
接
触
し
な
が
ら
相
互
に
発
展
し
て
き
た
こ
と
を
現
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
衆
文
化
論
に
お
け
る
人
問
像
と
言
え
ば
、
何
と
言
っ
て
も
ホ
イ
ジ
ン
ハ
の
「
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
』
（
遊
ぶ
人
）
に
象
徴

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
古
代
か
ら
人
間
は
遊
び
を
共
有
し
て
来
た
が
、
大
衆
文
化
の
時
代
に
入
っ
て
来
て
、
「
遊
び
」
も
大
量
生
産

i
大
量
流
通
ー
大
量
消
費
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
複
製
技
術
に
よ
る
視
覚
、
聴
覚
、
味
覚
な
ど
の
大
幅
な
拡
張
で
あ
り
、
文
化
の

享
受
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
衆
文
化
的
人
間
像
と
し
て
、
「
遊
ぶ
人
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
提
起
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
今
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
大
衆
社
会
論
、
消
費
社
会
論
、
都
市
化
社
会
論
、
脱
－
産
業
社
会
論
、
大
衆
文
化
論
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

に
お
い
て
、
社
会
学
的
人
間
像
と
言
え
る
よ
う
な
人
間
像
が
抽
出
さ
れ
た
。
ま
ず
、
大
衆
社
会
論
に
お
い
て
は
、
自
由
を
求
め
る
政
治
的

人
間
像
、
消
費
社
会
論
に
お
い
て
は
、
差
異
へ
の
欲
求
を
も
っ
た
消
費
型
人
間
、
都
市
化
社
会
論
に
お
い
て
は
、
匿
名
性
を
帯
び
た
移
動

す
る
人
、
脱
－
産
業
社
会
論
に
お
い
て
は
、
「
労
働
と
余
暇
」
と
い
う
リ
ズ
ム
か
ら
余
暇
文
明
を
希
求
す
る
自
己
実
現
型
の
人
間
像
、
そ
し
て

大
衆
文
化
論
か
ら
は
、
文
字
ど
お
り
の
「
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
（
遊
ぶ
人
）
」
の
大
衆
化
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
T
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
A
G
I

L
図
式
に
重
ね
な
が
ら
、
一
つ
の
図
に
ま
と
め
て
み
た
の
が
、
図
”
の
価
値
意
識
と
し
て
の
「
余
暇
的
人
間
像
」
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

戦
後
日
本
社
会
の
価
値
意
識
の
変
化
に
つ
い
て
、
始
め
に
「
世
論
調
査
」
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
私
生
活
主
義
と
呼
ば
れ
て
い
る
生
き
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図11　価値意識としての「余暇的人間像」

産業社会論 大衆社会論

［A］ ［G］

経済人 政治的人間像

勿
余　暇 的

脱一産業社会論　　＿ ノ
管理社会論

下位文化論 都市化社会論
人 間　像

ホモ・ルーテンス 匿名的消費者

［L］ ［1］

大衆文化論 消費社会論

方
と
余
暇
生
活
の
重
視
と
い
う
最
近
の
傾
向
を
検
討
し
て
き
た
。
そ

し
て
、
戦
後
価
値
意
識
と
し
て
の
余
暇
を
現
代
社
会
論
総
体
の
中
に

位
置
付
け
て
大
衆
社
会
論
、
消
費
社
会
論
、
都
市
化
社
会
論
、
脱
－

産
業
社
会
論
、
大
衆
文
化
論
な
ど
に
お
け
る
「
社
会
学
的
人
間
像
」

を
見
定
め
る
形
で
分
析
し
て
き
た
。
し
か
し
、
ま
だ
細
か
く
見
て
い

く
な
ら
ば
、
価
値
意
識
の
多
様
化
、
分
節
化
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

例
え
ば
、
男
性
と
女
性
に
お
け
る
差
異
も
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
世
代
間
の
差
異
も
大
き
い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
が
女
性
の
職

場
進
出
や
家
族
の
領
域
ば
か
り
で
は
な
く
、
政
治
・
経
済
・
国
際
関

係
、
権
力
・
秩
序
や
正
当
性
な
ど
の
マ
ク
ロ
な
社
会
関
係
か
ら
、
人

間
関
係
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
歴
史
・
生
活
・
文
化
な
ど
の
ミ
ク

ロ
な
領
域
に
至
る
ま
で
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
問
題
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
の
も
価
値
意
識
の
変
化
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
化

社
会
の
到
来
は
、
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
が
今
後
ま
す
ま
す
深
ま
っ
て
ゆ

く
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
し
、
国
際
化
の
進
展
は
、
外
国
人
居
住
者
の

増
加
と
日
本
人
の
異
文
化
経
験
の
増
加
を
ま
す
ま
す
進
行
さ
せ
、
情

報
化
の
進
行
と
も
あ
い
ま
っ
て
あ
る
面
で
の
「
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
社
会
」

の
出
現
を
も
意
味
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
世
論
調
査
が
描
き
出
し
て
い
る
私
生
活
主
義
や
無
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図12　価値の類型表

時間的パースペクティヴー

エ
ロ
ー
ス
　
　
ア
ガ
ペ
i

＜現在〉中心 く未来＞中心

＜自轟 ㊥一不幸

く社隷 雛．拗 ㊦一悪

㊦一醜

〈感性的・観賞的＞

⑤一偽
く理性的・認識的＞

社
会
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
↓

　　　　　　　　パトス　　　　　　ロゴス

出典）　見田宗介「価値意識の理論』弘文堂　1966年　p32

限
定
主
義
、
余
暇
生
活
の
重
視
な
ど
も
個
人
の
属
性
に
お
い
て
今
後
、

多
様
化
、
分
節
化
が
進
ん
で
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
余
暇
や
自
由
時
間
へ
の
欲
求
、
自
己
実
現
へ
の
希

求
は
今
後
と
も
ど
の
よ
う
な
属
性
の
中
で
も
高
ま
っ
て
く
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
戦
後
の
価
値
意
識
が
、
究
極
と
し
て
の
個

人
主
義
、
す
な
わ
ち
個
人
の
自
己
決
定
権
の
擁
護
を
目
指
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
障
壁
の
中
か
ら
個
人
の
意
志
を
紡
ぎ

出
し
て
い
く
と
、
思
想
・
言
論
・
学
問
の
自
由
、
職
業
選
択
の
自
由
、

自
由
意
志
に
よ
る
結
婚
か
ら
産
む
自
由
・
産
ま
な
い
自
由
、
患
者
の
自

己
決
定
権
、
安
楽
死
・
尊
厳
死
へ
の
自
由
に
至
る
ま
で
通
底
と
し
て
の

「
同
型
性
」
が
存
在
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
戦
後
価
値
意
識
と
し
て
の

余
暇
が
あ
ぶ
り
出
し
た
も
の
は
、
自
己
実
現
を
目
指
す
人
間
像
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
は
、
個
人
の
自
己
決
定
権
と
い
う
社
会
的
に
は
曖
昧
に
し

か
合
意
さ
れ
て
い
な
い
領
域
に
ま
で
、
無
限
定
的
に
引
っ
張
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
や
生
命
倫
理
、
男
性
・
女
性
の
相
互

関
係
な
ど
そ
の
た
び
に
社
会
的
な
合
意
を
必
要
と
し
て
い
る
ボ
ー
ダ
ー

が
差
し
迫
っ
た
問
題
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
価
値
意
識
の

変
化
は
、
通
底
し
て
い
る
他
の
領
域
に
ま
で
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
く

こ
と
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
新
た
な
人
間
像
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
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か
が
今
日
、
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
見
田
宗
介
『
価
値
意
識
の
理
論
　
　
欲
望
と
道
徳
の
社
会
学
　
　
』
弘
文
堂
、
一
九
六
六
年
に
よ
る
と
、

　
①
自
己
の
欲
求
を
即
時
的
に
充
足
さ
せ
る
役
割
を
も
っ
た
〈
快
〉
価
値

　
②
自
己
の
欲
求
を
長
期
的
に
充
足
さ
せ
る
役
割
を
も
っ
た
〈
利
〉
価
値

　
③
社
会
（
他
者
）
の
欲
求
を
即
時
的
に
充
足
さ
せ
る
役
割
を
も
っ
た
〈
愛
〉
価
値

　
④
社
会
（
他
者
）
の
欲
求
を
長
期
的
に
充
足
さ
せ
る
役
割
を
も
っ
た
〈
正
〉
価
値

　
　
の
四
つ
の
価
値
の
類
型
を
中
心
と
し
て
図
1
2
の
よ
う
な
「
価
値
の
類
型
表
」
を
示
し
て
い
る
。

（
2
）
　
富
永
健
一
『
日
本
の
近
代
化
と
社
会
変
動
　
　
テ
ユ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
講
義
　
　
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
〇
年
に
よ
る
と
、
非
西
洋
世
界
に

　
お
い
て
近
代
化
が
起
こ
り
や
す
い
か
否
か
を
規
定
し
て
い
る
三
つ
の
要
因
の
作
用
は
、
次
の
よ
う
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

　
（
1
）
伝
播
可
能
性
…
…
経
済
〉
政
治
〉
社
会
－
文
化

　
（
n
）
動
機
づ
け
…
…
…
経
済
〉
政
治
〉
社
会
－
文
化

　
（
皿
）
コ
ン
フ
リ
ク
ト
…
経
済
く
政
治
く
社
会
－
文
化

　
　
コ
ン
フ
リ
ク
ト
と
い
う
の
は
、
マ
イ
ナ
ス
の
条
件
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
コ
ン
フ
リ
ク
ト
の
克
服
可
能
性
と
し
て
プ
ラ
ス
の
条
件
に
変
換
し
て
考

　
え
る
こ
と
に
す
れ
ば
、
不
等
号
の
向
き
は
逆
に
な
っ
て
、
三
変
数
す
べ
て
の
不
等
号
の
向
き
が
揃
う
。
す
な
わ
ち
富
永
に
よ
る
と
、
「
日
本
の
近
代
化

　
の
歴
史
的
経
過
か
ら
の
一
般
化
に
よ
れ
ば
、
非
西
洋
後
発
社
会
の
近
代
化
は
経
済
的
領
域
に
お
い
て
最
も
起
こ
り
や
す
く
、
し
た
が
っ
て
最
も
早
く

　
起
こ
り
、
政
治
的
領
域
に
置
い
て
そ
れ
よ
り
も
起
こ
り
に
く
く
、
し
た
が
っ
て
よ
り
遅
く
起
こ
り
、
社
会
的
－
文
化
的
領
域
に
お
い
て
最
も
起
こ
り

　
に
く
く
、
し
た
が
っ
て
最
も
起
こ
る
の
が
遅
い
、
」
（
六
五
頁
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
3
）
　
有
末
賢
「
現
代
日
本
社
会
と
「
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
」
状
況
」
「
日
本
学
研
究
②
』
（
北
京
日
本
学
研
究
中
心
編
）
科
学
技
術
文
献
出
版
社
（
中
華

　
人
民
共
和
国
H
北
京
）
一
九
九
二
年
一
二
月
、
ニ
ニ
九
－
二
五
一
頁
参
照
。

（
4
）
　
旦
口
同
六
郎
『
戦
後
思
想
を
考
え
る
』
岩
波
新
書
、
一
九
八
O
年
・
七
五
ー
九
二
頁
参
照
。

（
5
）
　
「
私
化
」
に
つ
い
て
は
、
浮
お
①
さ
悼
r
ω
①
お
①
ぴ
切
国
亀
冨
ぴ
戸
臼
壽
霞
o
ミ
風
霧
の
ミ
言
鼻
一
㊤
お
ス
高
山
真
知
子
．
馬
場
信
也
．
馬
場

　
恭
子
訳
）
『
故
郷
喪
失
者
た
ち
』
新
曜
社
、
一
九
七
七
年
・
お
よ
び
宮
島
喬
「
現
代
社
会
意
識
論
』
日
本
評
論
社
、
一
九
八
三
年
、
参
照
。
「
私
生
活

　
主
義
」
に
つ
い
て
は
、
田
中
義
久
『
私
生
活
主
義
批
判
」
筑
摩
書
房
、
一
九
七
四
年
、
参
照
。
ま
た
、
田
中
重
好
「
戦
後
日
本
の
社
会
変
動
の
到
達

　
点
　
　
　
「
豊
か
な
」
社
会
の
実
現
と
私
化
の
進
行
　
　
」
「
文
経
論
叢
』
（
弘
前
大
学
人
文
学
部
）
第
壬
二
巻
第
三
号
、
一
九
八
八
年
三
月
、
三
一
1
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七
〇
頁
参
照
。

（
6
）
　
oご
①
お
①
5
ワ
r
他
、
前
掲
書
、
（
邦
訳
）
一
〇
八
頁
。

（
7
）
　
U
仁
田
鶴
①
鎌
霞
し
9
守
ρ
く
箋
⑦
g
ミ
9
言
騨
9
ご
為
儀
g
卜
○
聾
蔦
お
露
（
中
島
巌
訳
）
「
余
暇
文
明
へ
向
か
っ
て
」
東
京
創
元
社
、
一
九
七

　
二
年
、
（
邦
訳
）
一
七
頁
。

（
8
）
　
ζ
一
魯
巴
曾
q
こ
ト
㊥
b
象
夏
魯
匡
ぼ
巴
匡
①
＝
㊤
o
ぎ
暮
①
口
o
。
＆
（
大
野
一
道
訳
）
「
民
衆
」
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
八
年
。

（
9
）
＞
一
①
首
の
号
弓
0
8
奉
＜
≡
ρ
b
巴
Ω
念
ミ
象
ミ
鉢
器
§
＞
ミ
⑪
謡
ミ
♪
0
8
器
一
ぎ
一
〇。
。

。
㎝
（
井
伊
玄
太
郎
訳
）
「
ア
メ
リ
カ
の
民
主
政
治
』
講

　
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
七
年
。

（
1
0
）
　
O
⊆
ω
鼠
話
田
ω
O
P
、
。
。
遠
ぎ
ε
讐
偽
魯
。
D
む
蕊
霧
隔
一
〇
。
3
（
桜
井
成
夫
訳
）
『
群
衆
心
理
』
岡
倉
書
房
、
一
九
五
六
年
。

（
n
）
　
魯
き
ρ
円
胃
α
ρ
卜
、
o
冨
ミ
§
無
蜀
＼
薯
欝
お
2
（
稲
葉
三
千
男
訳
）
『
世
論
と
群
集
』
未
来
社
、
↓
九
六
四
年
。

（
1
2
）
　
く
一
守
＆
○
℃
胃
讐
ρ
．
．
q
き
§
嵐
号
§
ご
ミ
魯
融
ミ
紺
。
。
8
ぴ
ご
α
q
号
詩
、
．
｝
肉
§
。
。
婁
営
巳
言
轟
Ω
箋
q
o
o
o
ご
ご
暫
Ω
お
8
（
川
崎
嘉
元
訳
）

　
「
エ
リ
ー
ト
の
周
流
』
垣
内
出
版
、
一
九
七
五
年
。

（
1
3
）

　
六

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

　
義
的
。
ハ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
青
木
書
店
、

（
1
7
）

（
1
8
）

（
1
9
）

　
ル
シ
シ
ズ
ム
の
時
代
』

　
ω
ゑ
一
巳
0
5
餌
口
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